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LMV851/LMV852/LMV854の
EMIRR評価ボード

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

概要
LMV851/LMV852/LMV854 の耐 EMI 特性を示すとともに、
EMIRRパラメータの測定を目的として、それぞれのデバイ
スを対象とした 3 種類の評価ボードを開発しました。この
ドキュメントは、それら評価ボードの概要と EMIRRの測定
方法をまとめたものです。測定では EMIにきわめて敏感な
入力ピンの片方のみを対象としました。回路の対称性から
考えて、双方の入力ともに同じEMIRR性能が見込まれます。
なお、必要な測定回路を単純に構成できるため、IN ＋ピン
を測定対象として選択しています。他のピンの EMI と
EMIRRの詳細な説明は、アプリケーション・ノート AN-1698
を参照してください。

EMIRRは、オペアンプの耐 EMI特性を示す指標として、EMI
性能を定量的に表したパラメータです。EMIRRを用いると、
さまざまなオペアンプの耐 EMI特性の比較や順位付けが行
なえます。EMIRRパラメータの定義は次のとおりです。

VRF_PEAK は印加した非変調 RF 信号の振幅 (V)、ΔVOS は
その結果として生じる入力換算のオフセット電圧シフト量
(V)です。

オペアンプの構成
テスト対象のピンに設定したとおりの RF レベルを与える
には、RF信号経路上にオペアンプの帰還部品が存在しては
なりません。そこで、オペアンプをユニティ・ゲイン構成
で接続します。ユニティ・ゲイン回路にすれば、RF信号に
対するフィルタ効果を最小限に抑えられます。回路とボー
ド・レイアウトは本ドキュメント記載の図のとおりです。

RF信号の印加
テスト対象のピンにRF信号を印加する際には注意が必要で
す。最高で数 GHzの信号を使用するため、RF信号経路全体
は、RFジェネレータのインピーダンスと整合していなけれ
ばなりません。信号は適切な同軸ケーブルを使用してジェ
ネレータからテスト・ボードに供給します。テスト・ボー
ド側では、テスト対象ピンのできるだけ近くまで、50Ω の
ストリップラインを使用して RF信号を供給します。コネク
タから IN＋ピンまでのすべてをストリップラインで接続し
てもかまいません。また、テスト対象のピン端には 50Ω終
端を配置します。対称性を維持するために、2個の 100Ω抵
抗を使用し、ストリップラインを挟む両側のグラウンドに
対して並行で終端しています。50Ωの終端抵抗を LMV851/
LMV852/LMV854 の近くに配置してテスト環境を構築する
と、設定したとおりの適切な RFレベルがテスト対象ピンに
与えられます。また、この 50Ω抵抗によって、IN＋ピンと

グラウンド間のバイアス・レベルが設定されます。DC測定
はオペアンプの出力端で行います。オペアンプはユニティ・
ゲイン構成なので、入力換算オフセット電圧シフト量は、測
定した出力電圧シフト量に一対一で対応します。

他のピンの分離
テスト対象ピン以外のピンは、RF信号が混入しないように
デカップリングが必要です。そうしないと、得られるオフ
セット電圧シフトは、テスト対象ピンに与えた RF 信号へ
の結合が支配的とはなりません。デカップリングには標準
的な SMD (面実装 )部品を使用します。

レイアウト
評価ボードのレイアウトには一部注意が必要です。電源ラ
インのデカップリングを目的として、10μF のコンデンサ
をオペアンプのできるだけ近くに配置することが望まれ
ます。単一電源の場合は、コンデンサは V＋と V－に接続
します。2 電源の場合は、ひとつのコンデンサを V ＋とグ
ラウンドに接続し、もうひとつのコンデンサをグラウンド
と V －に接続します。LMV851 評価ボードの場合は、V ＋
とV－間に負電源ピンV－のデカップリングを実装します。
ルーティングが簡単なほか、ピンまでの距離を短く維持で
きます。LMV851/LMV852/LMV854は本質的に EMIへの耐
性を備えていますが、レイアウト設計では入力トレースを
短く維持し、かつ、RF 源からできるだけ遠ざけるような
配慮が必要です。結果として RF 信号の混入を抑えられ、
また、わずかに混入したEMIも、LMV851/LMV852/LMV854
が持つEMI抑制機能によってチップ内でほぼ完全に除去さ
れます。

測定手順
測定手順はどのテスト回路も同じです。EMIRRの算出に必
要な入力換算オフセット電圧シフト量を求めるには次の手
順に従います。

1. RF信号をオフにした状態で VOUTを測定します。

2. RF信号をオンにした状態で VOUTを測定します。

3. 測定した各 VOUT電圧を入力換算電圧に変換します。テ
スト回路は IN ＋を対象としていてゲインは 1 なので、
変換は一対一です。

4. 2つの入力換算電圧を引き算します。

5. オフセット・シフトがオペアンプ・セットアップのノイ
ズ・レベルよりも高く、かつ、オペアンプが飽和してい
ないことを確認します。そうでない場合は、別の RFレ
ベルに設定して手順を繰り返します。

6. EMIRRを計算します。

7. 必要に応じて、結果を 100mVP RF信号を基準とする
EMIRRに変換します。
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LMV851評価ボード

FIGURE 1.   Schematic for LMV851, Coupling RF Signal to the IN+ Pin

FIGURE 2.   Layout for LMV851, All Layers

FIGURE 3.   Layout for LMV851, Silk Screen
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LMV852評価ボード

FIGURE 4.   Schematic for LMV852, Coupling RF Signal to the IN+ Pin

FIGURE 5.   Layout for LMV852, All Layers

FIGURE 6.   Layout for LMV852, Silk Screen
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LMV852評価ボード

FIGURE 7.   Schematic for LMV854, Coupling RF Signal to the IN+ Pin

FIGURE 8.   Layout for LMV854, All Layers FIGURE 9.   Layout for LMV854, Silk Screen
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測定結果
LMV851評価ボードを使った 2種類の測定結果から IN＋ピ
ンのノイズ感受性を説明します。

• 印加信号の周波数の関数としての EMIRR。信号レベル
は標準レベル 100mVP (－ 20dBVP)に設定。

• 印加信号の振幅の関数としての EMIRR。周波数は 4種
類の代表的な値、400MHz、900MHz、1.8GHz、2.4GHz
に設定。

EMIRRと周波数の関係
Figure 10 に各温度における EMIRR と周波数の関係を示し 
ます。RF レベルは－ 20dBVP に固定し、RF 信号の周波数
を変えながら測定を行ないました。周波数範囲は 10MHzか
ら 1GHzです。

FIGURE 10.   EMIRR vs. Frequency

EMIRRとパワーの関係

Figure 11 に 4 種類の代表的な周波数における EMIRR をパ 
ワーの関数として示します。

FIGURE 11.   EMIRR vs. Power

この図から 2 つの領域があるのがわかります。図の左側で
は、入力レベルの関数として EMIRRは増大しています。一
方、右側では、入力レベルの関数として EMIRRは減少して
います。

図の左側は測定回路の精度に起因します。入力レベルが相
対的に小さいとき、発生するオフセット電圧シフト量はノ
イズ・レベルよりもかなり小さくなります。つまりこの領
域では、算出した EMIRRは入力レベルとノイズ・レベルの
比に相当します。テスト回路のノイズ・レベルは一定のた
め、入力信号レベルを高めると算出される EMIRRが増大し
ます。

右側の領域では、ノイズ・レベルよりも相対的に大きなオ
フセット・シフトが発生します。オフセット電圧シフト量
と RF入力レベルの関係は二次関数のため、EMIRRで使用
される比は RF 入力レベルに反比例し、表示されているよ
うに傾きは "－ 1"になります。



A
N

-1
76

0
L

M
V

85
1/

L
M

V
85

2/
L

M
V

85
4
の

E
M

IR
R
評
価
ボ
ー
ド

生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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